
ＲＴＣ設定（ＢＧＡＬＯＧ内関連画面）

設定画面 コントロール ＲＴＣ１ ＲＴＣ２
使用環境設定 （拡大不可、RTC４台まで使用可） （画面拡大可能、RTC１台のみ使用可）

間接コントロール ↓ クリック位置への直接コントロール ↓
hamqth qrzxml

変更時の注意事項
上部の①ＲＴＣ１、②ＲＴＣ２設定について
コムポートが正しく設定されている必要が有ります。
正しくない場合はメイン画面起動時にBGALOGがハングアップします。

下部の③ＲＴＣ１位置、④ＲＴＣ２位置について
ＤＸ局の位置表示のみで使用します。（コムポートの設定不要）

変更後に再起動が必要です。
ハングアップしてメイン画面が表示されない場合は、開始時に環境を次に変更

☚ 3 or 4に変更
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ＲＴＣコントロール①②設定条件
①②＝地図の位置をクリックでＲＴＣをコントロールします。

ＱＲＺｘｍｌ登録（有料）の方
緯度・経度からユーザーの位置からｄｘ局のビーム角度を
表示します。

（64.9度をクリックで65度を
書込みRTCをコントロール）

ＱＲＺｘｍｌ未登録の方
65度クリックでコントロール

249度：ロングパス

←→：クリックで連続回転
■ ：クリックで回転ストップ

ピンク角度（360）：コントロール角度
緑角度（43）：RTC59からの角度
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ＲＴＣ使用設定（環境）

① RTC_Beam ： 1、2 に設定する場合は②を正しく設定する必要が有ります。
正しくない場合は、ｂｇａｌｏｇハングアップの可能性が有ります。

② RTC_R1 ： 特にポート（例：<3>）がＰＣのポート設定、RTC-59と整合しているか注意が必要
コントロールする周波数は半角スぺス区切りでメガヘルツにドットまでを記入
複数のコントローラの場合はRTC_R2以降に記入すると周波数により自動で選択します。

各、説明文により注意して設定してください。



ＲＴＣ使用設定（必要設備）

［RTC-59］が必要となります。（確認は次をクリック）

PCでローテーターをコントロール | 情報通信技術コンサルタント くわ (ict-kuwa.net)
コマンドリファレンス 配線説明図 組立説明書 設定説明書 作成例 Ｑ＆Ａ

これらのマニアルにより設定してください。

ＲＴＣ－５９背面端子
ＵＳＢ端子⇒接続するとＣＯＭポートが取得できます。

その番号を <>内に記載します。

ＲＴＣコントロールケーブルをＲＴＣへ接続します。

http://ict-kuwa.net/rotor.html
http://ict-kuwa.net/img/com_ref1.pdf
http://ict-kuwa.net/img/connect1.pdf
http://ict-kuwa.net/img/kumitate1.pdf
http://ict-kuwa.net/img/settei1.pdf
http://ict-kuwa.net/img/rei2.pdf
http://ict-kuwa.net/img/QA2.pdf
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